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大学院では、信州のある地域をフィールドに、調査研究を
進めていました。この地域には、周囲の山に抱かれて社寺

建築や民家などがたち、美しい山村の風景を形づくってい

ました。経済性を優先した開発によってこうした風景が失

われていくなか、私のなかに自ずと冒頭のテーマ（建築の

歴史を紐解き地域の未来を構想する）が生まれました。

歴史的建造物の保存・活用に関わる設
計者や技術者、また、地域の歴史や文

化財を活かした地域づくりの担い手な

ど、幅広い可能性があります。この中

には、博物館学芸員等の行政職員も含

まれます。

建築の未来を考える際、先端的な建築
と歴史的な建築の双方を見通すことの

できる視点が大切です。歴史的建造物

の調査・研究は、その基盤になります。

古いものを大切にしながら、新しいも

のを創造する。こうした建築の未来を

構想します。

研研究究かからら広広ががるる未未来来

私私のの学学問問へへののききっっかかけけ 卒卒業業後後のの未未来来像像
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日日本本建建築築史史、、歴歴史史的的建建造造物物、、文文化化財財保保護護（（保保存存・・活活用用））

●日本建築史研究
・民家：建築の地域性

・近世社寺建築：大工の地方的展開

・擬洋風建築：大工の近代化

・山岳建築：近代登山と山小屋の建築史

●文化財の保護に関わる取り組み
・文化財の保存に向けた調査：
有形文化財／伝統的建造物群／文化的景観

・保存活用計画等の策定

●既存建築を活用した建築の提案（新旧の融合）

・日本山岳建築史の構築に向けた日本アルプスの山小屋建築に関
する調査研究（科研費：若手研究Ｂ／ 2009-11年度）
・国立公園法の施行を契機とした山岳建築の意匠論とその展開過

程に関する研究（科研費：若手研究Ｂ／ 2013-14年度）
・小菅の文化的景観に関する調査（飯山市／ 2013-14年度）
・長野県の近代和風建築総合調査（文化庁／2016-17年度）
・富士山の山小屋にみる信仰を基盤とした山岳建築の近代化に関
する研究（科研費：基盤研究Ｃ・2016-18年度）
・須坂市須坂地区における伝統的建造物群保存対策調査（須坂市

／2018-19年度）
・大工棟梁・立石清重の建築資料を用いた擬洋風建築の地方的展

開に関する実証研究（科研費：基盤研究Ｃ／2020-23年度）
・長野県の近現代建造物緊急重点調査（文化庁／2022-23年度）
・立石清重関係資料を用いた地方における「大工」の近代化と建

築活動の実態解明（科研費：基盤研究Ｃ／ 2023-27年度）

高度経済成長の時代から、人口減少
による縮小社会へと移行し、地域の

あり方が問われている今、歴史的建

造物の保存と活用は、その地域なら

ではのまちづくりの資源として重要

です。こうした時代性をふまえなが

ら、多くの市町村等と連携して、歴
史的建造物の価値を解き明かすため

の研究や、それをふまえた保存・活

用の取り組みを進めています。こう

した実践をもとに、保存・活用とい

う建築の手法の可能性を模索してい

ます。
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歴史的建造物の調査の記録（野帳）

調査を通じて把握した歴史的建造物の骨組みの
模型を作成し、理解を深める。

擬洋風建築の代表例、旧開智学校校舎（長野県松本市）。松本の大工・立石清重
によって明治9年に建てられた。令和元年に国宝に指定された。

土蔵造の町家が建ち並ぶ、須坂（長野県須坂市）の歴史的町並み。
令和6年に重要伝統的建造物群保存地区に選定された。

歴史的建造物の調査・研究と保存・活用に取り組んでいます。私たちは、長い時間をかけて、

建築の文化を育んできました。地域のなかには、こうした建築の文化を物語るたくさんの歴

史的建造物が息づいています。研究では、歴史的建造物の調査を行い、人が、どのような姿

の建物を、どのようにたててきたか、さらには、建物がたてられた当初から現在に至るまで

の変遷を把握します。こうした調査・研究をもとに、歴史的建造物の保存・活用について考

え、地域の歴史を活かした地域づくりの提案を行っています。

土蔵造の町家が建ち並ぶ、須坂（長野県須
坂市）の歴史的町並み。令和6年に重要伝

統的建造物群保存地区に選定された。
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Preserving Historic Buildings, 

Shaping the Community’s Future

We study historic buildings and work on their preservation and use. Communities have 

cultivated rich architectural traditions over time, and many historic buildings still remain. 

Our research examines how these buildings were constructed and have evolved, informing 

strategies for preservation and community development rooted in local history.

Degree: Dr. in Engineering, 
Shinshu University

Main Research Field:

Architectural History.

Associate Professor

Shigeo Hoyano

In graduate school, I researched a Shinshu region where 
shrines, temples, and houses formed a beautiful 

mountain village landscape. As economically driven 

development threatened this scenery, my theme—

Preserving Historic Buildings, Shaping the Community’s 

Future—naturally emerged.

There are many possibilities for 
those involved in the preservation 
and utilization of historic buildings, 
including designers, engineers, and 
community developers who draw on 
local history and cultural heritage. 
This also includes administrative 
staff such as curators.

When considering the future of 
architecture, it is important to view 
both cutting-edge and historic 
buildings. Research on historic 
structures provides this foundation, 
allowing us to cherish the old while 
creating the new and envision 
architecture’s future.

Field Survey Records of Historic Buildings

A representative example of Gi-Yofu Architecture 
(Imitative Western-Style Architecture): 

the former Kaichi School building

It was built in 1876 by carpenter Seiju Tateishi 

and was designated a National Treasure in 2019.

In the Future

Beginnings of my path to 

academia

After Graduation
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